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34 千葉教育 令和元年度 桜 

 
 

 自他を尊重し、認め合い、支え合うことのできる生徒の育成を目指して 

 

                           大網白里市立増穂中学校 

 

 

１ はじめに 

 本校は、九十九里浜白里海岸に面した緑豊

かな大網白里市のほぼ中央にある、全校生徒

約250名の学校である。平成29年度、30年度の

２年間、文部科学省指定の人権教育研究推進

校となり、様々な取組を行った。 

 取組を行う際に大切にしたことは、次の２

点である。第一に今までの本校の実践を基盤

にして取り組むこと、第二に研究指定校の期

間だけでなくその後も継続して取り組めるも

のであること、である。 

 

２ 研究概要と全体計画 

 本校では「ともに学び、ともに支え、より

よく生きる生徒の育成」を教育目標とし、明

るいあいさつと笑顔のあふれる学校を目指し

教育活動に取り組んでいる。多くの生徒は、

明るく素直で、落ち着いた学校生活を送って

いる。この度の指定を受け、教育相談や学校

評価アンケート等の実態から、自分の人権だ

けでなく友達の人権についても正しく理解し、

思いやりのある態度を身に付け、具体的な行

動に表せるように、研究テーマを「自他を尊

重し、認め合い、支え合うことのできる生徒

の育成」と設定した。 

研究の全体計画は以下のとおりである。 

○教職員の共通実践項目の自己評価 

○hyper-QU（学級診断アセスメント）の

分析 

○道徳の共通実践 

○各教科における、個を大切にする指導 

の充実 

○人権講演会の開催 

○生徒会活動 

○研究紀要の作成 

 

３ 研究の実践 

⑴共通実践項目 

平成29年度に本校独自の「人権が尊重され

た指導点検票」を作成し、11月から約１年間

の共通実践を行った。点検票に示された各項

目について教職員が主体的かつ日常的に意識

できるように、毎週月曜日に自己評価を行っ

て各学年の人権担当者に提出し、全校の人権

担当者が全体を把握した。平成30年度はこれ

を授業展開に生かすため、学習指導案に人権

配慮事項を明記していく取組を行った。 

 この取組は、全職員の意識付けを最も重要

な目的と考えて行った。そのため「具体的な

行動として実践できること」「毎週行えるよう、

あまり時間がかからないようにすること」を

念頭に置いて作成し、実践した。 

⑵ hyper-QU 検査の活用 

本校では例年、６月末と11月末の２回検査

を実施し、それぞれ約１か月後に結果を得て

いる。hyper-QU 検査では、学級内の満足感や

意欲、学級集団の状態等多くの面を把握する

ことができるが、今回は「居心地のよい学級

にするためのアンケート」を基に、生徒個々

を分析し、支援を必要とする生徒を抽出し、 
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